
第
二
九
三
回
俳
都
松
山
俳
句
ポ
ス
ト 

 

第
二
九
三
回
開
函 

 

「
虎
杖
」
代
表 

 
 

松
本 

勇
二 

選 

 

特
選
三
句 

東
京
の
匂
ひ
も
つ
れ
て
冬
帽
子 

 
 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
松
山
市 

辻
原 

雅
子 

  

柿
色
の
バ
ス
は
縦
横
初
つ
ば
め 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
入
間
市 

松
井 

史
子 

  

こ
の
下
駄
は
道
後
の
道
で
よ
く
笑
う 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
府
八
尾
市 

皿
谷 

祐
子 

  



入
選
二
十
句 

 
（
市
外
） 

霙
か
ら
雪
へ
坊
ち
ゃ
ん
電
車
発
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
口
県
山
口
市 

吉
次 

薫 

老
い
の
坂
と
ぼ
と
ぼ
春
の
天
守
閣 

山
口
県
周
南
市 

木
村 

た
け
ま 

オ
レ
ン
ジ
の
市
電
が
運
ぶ
大
晦
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
文
京
区 
三
井 

愛
子 

湯
神
社
や
団
栗
一
つ
転
が
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
阪
府
交
野
市 

松
崎 
幸
子 

炬
燵
抱
き
母
に
抱
か
れ
し
頃
の
夢 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町 

藤
間 

友
二 

ク
リ
ス
マ
ス
娘
と
二
人
道
後
の
湯 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
島
県
広
島
市 

田
原 

蔦
子 

冬
麗
や
女
風
呂
よ
り
吾
子
の
声 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
大
田
区 

高
橋 

寅
次 



西
林
寺
老
女
六
人
初
桜 

 
 

 
 

 

北
海
道
白
老
郡
白
老
町 

鈴
木 

郁
子 

湯
上
が
り
の
君
を
待
ち
つ
つ
春
を
待
つ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

早
乙
女 

美
咲
子 

凍
え
立
つ
母
娘
二
人
と
金
亀
城 

和
歌
山
県
田
辺
市 

川
田 

富
美
子 

子
規
の
無
念
聞
き
届
け
た
り
道
後
の
冬 

滋
賀
県
草
津
市 

鼎 

智
仁 

う
ぐ
い
す
と
ル
ー
ツ
訪
ね
て
常
信
寺 

東
京
都
世
田
谷
区 

宇
和
川 

匡 

石
手
寺
や
闇
に
来
し
方
浮
く
師
走 

愛
知
県
岡
崎
市 

青
山 

志
枝 

（
市
内
） 

ラ
ン
ナ
ー
の
背
を
追
い
か
け
る
冬
日
か
な 

愛
媛
県
松
山
市 

渡
部 

昭
弘 

マ
ラ
ソ
ン
の
話
題
で
け
む
る
道
後
の
湯 

愛
媛
県
松
山
市 

村
上 

忠 



約
束
は
放
生
園
や
春
う
ら
ら 

愛
媛
県
松
山
市 

平
川 

和
代 

ス
マ
ホ
か
ら
は
み
だ
す
歓
喜
合
格
通
知 

愛
媛
県
松
山
市 

中
森 

尚
子 

初
春
や
天
守
も
空
に
正
座
せ
り 

愛
媛
県
松
山
市 

泉
田 

香 

 

（
十
五
歳
以
下
） 

家
族
と
の
絆
深
ま
る
道
後
の
湯 

京
都
府
京
都
市 

山
田 
華
蓮 

三
日
月
に
ぴ
か
ぴ
か
光
る
松
山
城 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町 

堀
川 

稔
弘 

 

（
伊
予
灘
も
の
が
た
り
賞
） 

菜
の
花
と
列
車
の
旅
の
誕
生
日 

 
 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
伊
予
市 

福
井 

早
苗 

 



投
句
総
数 

 

一
、
八
七
四
句 

市
外 

 
 

一
、
四
四
二
句 

市
内 

 
 

 
 

四
三
二
句 

投
句
者
総
数 

一
、
一
五
五
人 

市
外 

 
 

 
 

九
四
六
人 

市
内 

 
 

 
 

二
〇
九
人 

   

開 

函 

日  
 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日 


